






研究目的

　His血症の保因者診断には,大きく分けて,(1)His負荷試験,(2)ヒスチダーゼ

活性測定の 2 つの方法が用いられている。この中で,検索し易いのは,His 負荷

試験である。今までの報告によれば,負荷後の血清 His値の比較では,保因者診

断は不可能であり,負荷後の尿中 FIGLU測定,及び皮膚角質のヒスチダーゼ測定

が最も有効と考えられている。しかし実際には,これらの測定は,かなり繁雑で,

又,種々の問題が残されているように思う。今回我々は,His 血症の 2 家系に負

荷試験を行う機会を得た。そこで,血清 His値の比較では,本当に保因者診断が

不可能なのか,検討した。


